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分団長 小川内 繁 

副分団長 竹中 修一 以下 20 名 

管轄～佐志地区 

※平成 24 年 9 月 1 日現在 

分団長 新改 義則 

副分団長 辻囿 正光 以下 16 名 

管轄～湯田地区 

※平成 24 年 9 月 1 日現在 

 私たち湯田分団は団員１６名です。火災、風水

害などさまざまな災害から、地域の安心・安全を

守るために日夜頑張っています。 

 今後は、消防支援隊と共に地域の予防消防に努

めていきます。 

 これからも地区の皆さまのご協力・ご支援をよ

ろしくお願いいたします。 

 佐志分団では、毎年、危険箇所、消火栓・防火

水槽等の点検活動を行っています。また、消火器

の薬剤詰め替え・不良品の取替えを 5 年ごとに業

者に依頼し、その普及活動に努めています。 

 佐志地区には日本特殊陶業や周辺に倉内工業

団地等があり、地域を含めて災害に対応できるよ

う訓練や予防活動に努めてまいります。 

 さらに、地域のいろいろな行事等にも積極的に

参加して、地域活性化に奉仕の精神で団員一丸と

なって取り組んでまいります。 

２２２年年年ににに一一一度度度、、、消消消防防防団団団ののの誇誇誇りりりをををかかかけけけててて行行行なななわわわれれれるるる大大大会会会「「「消消消防防防操操操法法法大大大会会会」」」。。。777 月月月 222999 日日日ににに薩薩薩摩摩摩川川川

内内内市市市ででで開開開催催催ささされれれたたた第第第 444333 回回回薩薩薩摩摩摩支支支部部部大大大会会会ににに、、、さささつつつままま町町町消消消防防防団団団かかからららははは７７７分分分団団団ががが出出出場場場しししままましししたたた。。。 

   こここののの大大大会会会のののたたためめめににに、、、約約約５５５ヶヶヶ月月月ににに及及及ぶぶぶ厳厳厳しししいいい訓訓訓練練練ををを重重重ねねねてててきききたたた各各各分分分団団団ののの選選選手手手たたたちちちははは、、、家家家族族族ややや

関関関係係係者者者ののの見見見守守守るるる中中中、、、本本本番番番でででもももそそそののの成成成果果果ををを遺遺遺憾憾憾なななくくく発発発揮揮揮しししてててくくくれれれままましししたたた。。。そそそしししてててポポポンンンプププ車車車ののの部部部

でででははは神神神子子子分分分団団団ががが見見見事事事優優優勝勝勝ををを果果果たたたししし、、、薩薩薩摩摩摩支支支部部部ののの代代代表表表とととしししててて県県県大大大会会会ににに出出出場場場しししままましししたたた。。。   

   こここれれれまままでででののの訓訓訓練練練ででで培培培っっったたた消消消防防防技技技術術術とととチチチーーームムムワワワーーークククででで、、、こここれれれかかからららもももさささつつつままま町町町ののの安安安全全全ととと安安安心心心ののの

たたためめめ、、、活活活躍躍躍しししてててくくくれれれるるるここことととををを期期期待待待しししままますすす。。。   

薩摩支部大会結果 

◎ポンプ車の部 

 第 1 位：神子分団 

 第 4 位：久富木分団 

 第 6 位：中津川分団 

 第 7 位：鶴田分団 

◎小型ポンプの部 

 第 4 位：二渡分団 

 第 6 位：佐志分団 

第 7 位：白男川分団
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消
防
署
で
は
、
「
消
す
ま
で
は 

出
な
い
行
か
な
い 

離
れ
な
い
」

の
全
国
統
一
防
火
標
語
を
合
言
葉

に
、
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の

７
日
間
に
わ
た
り
、
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
及
び

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
「
１
１
９
番
の
日
」

で
あ
る
11
月
９
日
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。 

期
間
中
に
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
、
防
火
を
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。 

期
間
中
の
主
な
イ
ベ
ン
ト 

◎
１１
月
10
日 

防
火
パ
レ
ー
ド 

 

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
ら
と 

街
中
を
パ
レ
ー
ド 

◎
１１
月
１１
日 

JA
北
さ
つ
ま
農 

業
祭 

 

車
両
展
示
・
煙
体
験
・
幼
年
消 

防
ク
ラ
ブ
の
演
技 

◎
１１
月
１８
日 

さ
つ
ま
フ
ェ
ス
タ 

 

消
火
体
験
・
救
助
体
験
・
煙
体 

 

験
・
一
日
消
防
署
長 

◎
各
地
区
の
文
化
祭
で
園
児
の
消 

 

防
車
写
生
会
作
品
展
示 

                              

                              

こ
の
運
動
を
機
に
、
日
頃
忘
れ

が
ち
な
火
災
に
対
す
る
警
戒
心
の

喚
起
を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
が
防

火
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
日
常
生

活
で
の
防
火
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。 

  

    

落
雷
に
よ
る
電
化
製
品
等
の
故

障
に
伴
う
、【
り
災
証
明
書
】
の
発

行
に
つ
い
て
、
相
談
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

落
雷
被
災
時
の
【
り
災
証
明
書
】

は
『
火
災
で
は
な
い
』
の
で
、
消

防
署
で
は
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
落
雷
が
原
因

で
火
災
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
消

防
署
で
発
行
致
し
ま
す
。 

 

落
雷
の
【
り
災
証
明
書
】
に
つ

い
て
は
、
役
場
・
安
全
安
心
対
策

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

役
場 

℡
５
２-

１
１
１
１ 

      

寝寝タタババココはは絶絶対対ししなないい  
スストトーーブブはは、、燃燃ええややすすいいもものの

かからら離離れれたた場場所所でで使使用用すするる  

ガガススここんんろろななどどののそそばばをを離離

れれるるととききはは、、必必ずず火火をを消消すす  

逃逃げげ遅遅れれをを防防ぐぐたためめにに、、住住

宅宅用用火火災災警警報報器器をを設設置置すするる  

寝寝具具、、衣衣類類及及びびカカーーテテンン

ににはは防防炎炎品品をを使使用用すするる  

家家庭庭にに住住宅宅用用消消火火器器

等等をを設設置置すするる  

おお年年寄寄りりやや身身体体のの不不自自由由

なな人人をを守守るるたためめにに、、隣隣近近所所

のの協協力力体体制制ををつつくくるる 
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一
定
の
数
量
以
上
の
危
険
物

を
貯
蔵
し
た
り
取
り
扱
う
場
合

は
、
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
消

防
本
部
に
届
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
で
ボ
イ

ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
灯
油
・
重
油
等
の
タ
ン

ク
も
そ
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

未
届
け
の
タ
ン
ク
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
速
や
か
に
届
け
出
て
、

消
防
本
部
の
指
導
を
受
け
て
下

さ
い
。 

【
届
出
が
必
要
な
主
な
危
険

物
の
指
定
数
量
】 

○
ガ
ソ
リ
ン 

４
０
㍑
以
上 

２
０
０
㍑
未
満 

○
灯
油
・
軽
油 

２
０
０
㍑
以

上
１
０
０
０
㍑
未
満 

○
重
油 

４
０
０
㍑
以
上
２
０

０
０
㍑
未
満 

      

     

電
気
自
動
車
の
普
及
に
伴
い

設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
急
速

充
電
設
備
に
つ
い
て
、
火
災
予

防
条
例
に
よ
り
、
急
速
充
電
設

備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の

基
準
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

○
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
構
造
と
し
て
、
急
速

充
電
設
備
の
外
側
の
箱
は
不

燃
材
料
の
金
属
材
料
で
造
る

こ
と
。 

○
振
動
や
衝
撃
に
よ
り
、
転
倒
、

落
下
、
破
損
等
を
生
じ
な
い

構
造
と
し
て
、
堅
固
に
床
、

壁
、
支
柱
等
に
固
定
す
る
こ

と
。 

○
急
速
充
電
設
備
の
機
能
に
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い
構
造
と
し

て
、
雨
水
等
の
浸
入
防
止
の

措
置
を
講
じ
ら
れ
た
も
の
。 

○
急
速
充
電
設
備
の
設
置
し
て

あ
る
場
所
の
入
口
又
は
直
近

の
見
や
す
い
位
置
に
、『
急
速 

     

充
電
設
備
』
と
標
記
し
た
掲

示
板
を
設
置
す
る
こ
と
。 

※
施
行
日
は
、
平
成
２４
年

１２
月

１
日
で
す
。 

※
既
に
設
置
若
し
く
は
設
置
の

工
事
が
さ
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
適
応
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
基
準
に
適
合
す

る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

               

  

平
成

２４
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
宝
く
じ
の
助
成
に

よ
る
事
業
）
に
よ
り
助
成
を
受

け
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
購
入
し

ま
し
た
。 

こ
の
体
験
ハ
ウ
ス
は
、
中
で

人
体
に
無
害
な
煙
を
発
生
さ
せ
、

火
災
時
に
お
け
る
煙
の
怖
さ
を

知
り
、
適
切
な
避
難
方
法
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

今
後
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等
に
対
す
る

講
習
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に

活
用
し
、
防
火
思
想
の
普
及
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。 

             

     

◆
消
防
士 

下
簗 

翔
（
20
歳
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
永
野
出
身
） 

       

今
年
度
４
月
に
さ
つ
ま
町
消

防
本
部
に
採
用
を
い
た
だ
き
、
中

学
校
の
職
場
体
験
の
時
、
先
輩
方

の
姿
を
み
て
、
自
分
も
消
防
士
と

し
て
働
き
た
い
と
強
く
思
っ
た

夢
が
叶
い
ま
し
た
。 

 

慣
れ
親
し
ん
だ
さ
つ
ま
町
で

消
防
士
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
、

生
命
・
財
産
を
守
れ
る
こ
と
に
誇

り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
大
震
災
の
際
、
そ
の
過

酷
な
環
境
の
中
で
の
消
防
士
の

方
々
の
活
躍
は
、
私
の
心
に
と
て

も
大
き
く
響
き
ま
し
た
。
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対

し
、
多
く
の
人
を
救
う
こ
と
が
で

き
る
消
防
士
に
な
れ
る
よ
う
、
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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防火衣を着装して、消防車に乗

って笑顔で出動！ 
【鶴田中学校職場体験】 

署員の説明を聞き漏らすまいと、

じっと見つめてお勉強。 
【求名小 4 年生社会科見学】 

地上 5m。バランスを取りなが

ら慎重に、慎重に！ 
【薩摩中学校職場体験】 

本物の防火衣（ちょっとブカブ

カ・・・）を着て大満足！ 
【鶴田小 4 年生社会科見学】 

強い水圧に耐えながらの放水。

野球で鍛えた体力が勝負！ 
【山崎中学校職場体験】 

県下各消防本部の精鋭たちが一

同に会し、技術を競います。 
【県消防救助大会】 

『乗用車が歩行者の列と衝突する交通事故に

より、多数の負傷者が発生している。』との想定

で消防本部・薩摩郡医師会病院合同の集団救急事

故訓練を９月１３日に実施しました。 

 訓練では、まず救急隊によるトリアージ（重症

者と軽症者のふるいわけ）が行われたのち、救護

所にて医師会病院スタッフと合同で傷病者役の

患者への応急手当や搬送訓練などを行いました。

 この訓練で、集団救急事故等の災害における医

療機関と消防本部の連携の重要性を再確認する

ことができました。 

救急救命士による一次トリアージ 

応急救護所での医師による救命処置 


